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１ はじめに 
（１）マニュアルの目的 

本マニュアルは、静岡市域において、大規模災害や水質汚染事故等の

発生により通常の給水に支障が生じ、本市が他事業体へ応急給水及び

応急復旧の応援要請を行うことを想定しております。要請に対応して

いただく事業体の皆様へ事前に知っておいていただきたい内容を記

し、周知することで、円滑な応急給水及び応急復旧等を図ることを目

的としています。 

 
（２）用語の定義 

本マニュアルの中で使用している用語の定義は次のとおりです。 

その他、「地震等緊急時対応の手引き（日本水道協会）」に定義される用

語を使用しております。 

用語 説明 

応援本部 上下水道部災害対策室の統括機能が十分でないと判断される場

合に設置され、国・県等との連絡調整及び応援水道事業体の活動

調整を行う。 

応援事業体現地対策

本部（以下、現地対策

本部） 

応援水道事業体と本市職員により構成され、応援本部内に位置付

けられる。応援本部と同様の業務を行う。 

※「日本水道協会中部地方支部災害時相互応援に関する協定」に

基づく。 

 

（３）応援活動時の問合せ先一覧 

応援活動を行うにあたり、主に下記の係と連絡調整又は連携していた

だきます。 

業務内容 対応部署 

応援受入 上下水道総括班 総括・渉外係 

（上下水道経営企画課 安全・安心係） 

応急給水 水道班応急給水係 

（お客様サービス課） 

応急復旧 水道班静岡管路係 水道管路復旧総括担当 

（水道建設・維持課） 

水質管理 水道班水質検査係（水質管理課） 

情報集約 水道班水道総括係（水道計画課企画係） 

（令和６年度時点） 
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（４）応援要請・受援体制図 
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２ 応援活動の参加にあたって 
 

（１）事前準備 
 

・宿泊施設 

原則、各応援水道事業体にて宿泊施設の確保をお願いします。応援水

道事業体による確保が困難な場合には、限りはありますが浄水場・資

材倉庫等の一部を提供いたします。その場合は寝袋等をご用意くださ

い。 

 

・食料 

応援水道事業体での確保をお願いします。 

 

・事務用品及び OA 機器 

事務用品（ペンや消しゴムなど）や OA 機器（パソコンや Wi-Fi など）

は応援水道事業体にてご準備願います。 

 

・車両（緊急通行車両の手続き） 

被災状況により一般車両の通行が禁止・制限されることがありますの

で、所管の警察署で緊急通行車両の確認手続きを行ってください。交

付後は、証明書を車両に備え付け、標章は当該車両の前面の見やすい

箇所に提示してください。 

 

・ガソリン等の燃料 

担当者より給油可能なガソリンスタンドの情報提供を行いますので、

案内のあった給油所に向かっていただきます。給油時には、「緊急通行

車両確認証明書」等の確認が求められる為、前項のとおり、ご準備くだ

さい。また、現金のご準備も併せて願います。 

※優先的に給油を受けるには、更に様式２「静岡市緊急通行車両用給

油伝票」が必要となります。  
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（２）集結場所 
集結場所は、応援水道事業体の皆様がご担当される業務により異なり

ます。また、被災状況により変更される可能性がありますので、上下水

道総括班総括・渉外係までお問合せください。 

 

 

 

 

  

（上下水道局ホームページより） 

＜現地調整隊・先遣調査隊の集結場所＞ 

静岡市上下水道局庁舎（３階） 

住所：葵区七間町 15 番地の 1 

連絡先：054-270-911９ 

＜応急給水班・応急復旧班の集結場所＞ 

静岡市上下水道局水質試験センター 

住所：清水区庵原町 15２番地の９ 

TEL：054-363-6651 

着任報告後、現地活動拠点（南安倍配水場、門屋浄水場、清水谷津浄水場、

静岡市上下水道局清水庁舎）のいずれかに移動していただく予定です。 
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（３）受付の手続き 
参集場所に到着されましたら、下記の資料をご提出ください。 

応急給水班⇒様式１２「応急給水応援体制報告書」 

応急復旧班⇒様式１７「応急復旧応援体制報告書」 

 
（４）説明事項 

担当者から下記の内容を説明いたします。 

なお、被災状況によって説明を他の応援水道事業体へ委任する場合が

あります。 

 

・静岡市上下水道局の受援体制 

・被害状況（静岡市全体の被害、水道施設等） 

・宿泊施設、食糧（必要に応じて） 

・作業資機材の貸出 

・今後の活動に関する留意点 

 
（５）連絡先 

所 属：上下水道総括班 総括・渉外係 

電 話：０５４－２７０－９１１９ 
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３ 応援本部（現地調整隊を含む） 
 

応援本部に携わる事業体の皆様には、応援水道事業体との連絡調整から受入

まで一任いたします。また、現地調整隊として来られる事業体におかれまし

ては、下記に加え、発災当初の情報整理や受入体制の準備等にもご協力いた

だく予定です。 
 

（１）基本方針 
 

①応急給水 

本市の水道班応急給水係の担当者が、応急給水活動にあたっての基本

方針を策定します。基本方針には、応急給水の範囲・目標等が設定され

ます。なお、被害状況の把握が困難な場合には、情報収集に努める方針

といたします。 

 

②応急復旧 

本市の水道班総括係の担当者が、応急復旧活動にあたっての基本方針

を策定します。基本方針には、応急復旧活動を実施する範囲が示され

ます。 
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（２）活動内容 
応援本部体制図のように、応援本部及び現地対策本部を設置する場合、

下記の事務に従事していただきます。 

 

＜本部長＞ 

①国、都道府県、日本水道協会等との情報交換および連絡調整 

②応援水道事業体の宿舎に関する調整 ※情報提供のみ 

③応援水道事業体の作業分担の調整 

④応援水道事業体の活動状況の把握と記録 

 

＜現地対策本部（各幹事応援水道事業体）＞ 

① 本部長及び現地対策本部内の連絡調整 

② 応援水道事業体の作業分担の調整（日本水道協会地方支部内） 

③ 応援水道事業体の活動状況の把握と記録 

④ 応援水道事業体への活動内容の説明 

図.応援本部体制図 

  

 上下水道総括班 総括・渉外係長 

（経営企画課 安全・安心係） 

・局災害室長 

・各班長 

上下水道部災害対策室 

静岡市連絡調整担当者 応援水道事業体・ 

その他関係機関 

報告 活動方針の指示 

連絡調整 

情報交換 

 

 

幹事応援水道事業体 

（応急給水） 

現地対策本部 

幹事応援水道事業体 

（応急復旧） 

水道班応急給水係 水道班総括係 

川崎市・神戸市の応援隊長 又は 日水協中部地方支部都市 

本部長 

報告 

連携 連携 

指示 

応援本部 
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４ 応急給水 
 

（１）活動内容 
応援本部からの指示に従い、応急給水活動を行ってください。活動後

は、「応急給水作業指示書・報告書」（日水協様式 13）により応援本部

までご報告をお願いします。また、状況に応じて応急給水活動に関す

る書類（日水協様式 14~15）の作成依頼する場合があります。 

 
（２）応急給水方法 

静岡市では、拠点給水方式を想定しております。なお、本市は消火栓等

から設置する仮設給水栓を所持していない為、「運搬給水」で補足して

います。 

 

＜拠点給水方式＞ 

拠点給水方式とは、避難地の学校、公園等にあらかじめ設置された飲

料水兼用耐震性貯水槽、給水栓付き受水槽・配水池などの応急用施設

または資機材を活用し、被災者に給水を行う方式である。これらによ

る給水活動は自主防災組織が中心となって実施する。 

 

＜運搬給水方式＞ 

運搬給水方式とは、給水車や可搬式給水タンク等により被災者に給水

を行う方法のことで、拠点給水と組み合わせて実施される。なお、この

方式の対象となる箇所は災害拠点病院等の重要施設や給水拠点箇所、

避難所などを想定している。 

 

＜仮設給水栓方式＞ 

仮設給水栓方式とは、通水している配水管の消火栓から仮設の給水栓

を設置して、住民に応急給水を行う給水方式であり、これは水道施設

における応急復旧の進捗や配水調整により、断水区域内の通水機能が

回復しつつある場合に採用する想定である。 
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（３）活動の流れ 

 

 

 

【静岡市】上下水道総括班 
（総括・渉外係） 

様式１３ 

応急給水作

業指示書・

報告書 

(日水協) 

・着任時の説明 

・応急給水作業の指示 

取水場所移動 

給水タンク車注水 

指示書受け取り 

※静岡市職員も 

同行する場合 

給水拠点場所移動 

 給水班職員同乗により給

水拠点を案内 

※もしくは伴走 

【静岡市】水道班応急給水係 

（各担当） 

 

応援本部 

報告書の集約 

応急給水活動 

移動 

応援水道事業体 

応援体制の確認 応援体制の報告 

応援本部 

様式 12 

応急給水

応援体制

報告書 

(日水協) 

応急給水活動方針の策定 

 

応急給水実施計画の策定 

【静岡市】水道班応急給水係 
（応急給水総括担当） 

応急給水実施計画の策定 

報告書提出 

 

【静岡市】上下水道総括班 

（総括・渉外係） 

経過記録の作成 

作業予定の集約 

委
任 

様式１３ 

応急給水作

業指示書・

報告書 

(日水協) 

様式１４ 

応急給水 

作業 

予定表 

(日水協) 

様式１５ 

応急給水 

作業 

集約表 

(日水協) 
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（４）補水可能な施設 
給水タンク車へ注水する拠点は下記の施設を予定しております。 

 
 名  称 所 在 地 

① 門屋
か ど や

浄水場(配水池) 葵区門屋
か ど や

99 

② 与一
よ い ち

取水場(受水槽) 葵区与
よ

一
いち

4 丁目 1－81 

③ 〃  (配水池)     〃 

４ 西奈
に し な

配水場 葵区北沼上
きたぬまがみ

313-1 

５ 麻機
あさばた

配水場 葵区東
ひがし

1214－1 

６ 田町配水場 葵区田町 1 丁目 70-38 

７ 藁科第一配水場 葵区羽鳥 1933-32 

⑧ 南安倍
み な み あ べ

取水場(配水池) 駿河区西中原
にしなかはら

2 丁目 7－55 

９ 鎌田
か ま た

配水場 駿河区鎌田
か ま た

153－1 

10 八幡
や は た

配水池 駿河区南八幡町
みなみやはたちょう

10－37 

11 西島
にしじま

配水場 駿河区西島
にしじま

273－2 

12 庵原
い は ら

配水場 清水区庵原町
いはらちょう

153－1 

13 草薙
くさなぎ

配水池 清水区草薙
くさなぎ

1032－2 

⑭ 清水谷津
や つ

浄水場（浄水池） 清水区八木間
や ぎ ま

町
ちょう

2021 

⑮ 由比
ゆ い

第１浄水場（配水池） 清水区由比
ゆ い

入山
いりやま

137-2 

16 柏尾配水池 清水区柏尾 580 

17 和田島浄水場低区配水池 清水区和田島 344-4 

18 蒲原城山第２配水池 清水区蒲原 2521-7 

19 蒲原城山第３配水池     〃 

○数字は有人施設 
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５ 応急復旧 
 

（１）活動内容 
応援本部からの指示に従い、漏水調査又は漏水修繕を行ってください。

活動終了後、様式１８「漏水調査報告書」又は様式２０「管路修理報告

書」を応援本部へ提出してください。 

具体的な活動内容は下記のとおりです。 

 

＜漏水調査＞ 

市域の水道管路を、音調棒・漏水探知機等で漏水の有無を調査する。上

流部から漏水調査を始め、下流側へ向かう。漏水が有った場合は、マー

キングをしておく。 

 

＜漏水修繕＞ 

被害が確認された導・送・配水管及び給水管を対象とし、漏水修繕を行

う。なお、原則、給水管修理範囲は、配水管分岐箇所から水道メーター

又は、第一止水栓までとする。 

 

 

（２）工具等の貸出について 

本市では、貸出用の工具等の用意はありませんが、可能な限り対応いたし

ます。ご希望の方は、着任時に担当者へお申しつけください。 

  

図.漏水調査及び復旧範囲区分図（標準） 
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（３）活動の流れ及び留意点 

 

 

 

【静岡市】上下水道総括班 
（総括・渉外係） 

着任時の説明 

漏水調査開始 

応急復旧活動に着任 

漏水修繕工事開始 

応援水道事業体 

応援体制の確認 応援体制の報告 

応援本部 

様式 17 

応急復旧体

制報告書 

(日水協) 

 

【静岡市】水道班総括

応急復旧活動方針の策定 

応急復旧実施計画の策定 

応急復旧実施計画の策定 

漏水修繕工事終了 

 

【静岡市】上下水道総括班 

（総括・渉外係） 

経過記録の作成 

修繕結果の集約 

工具等の貸出や燃料

について確認・指示 

漏水調査指示 

修繕の判断 

修繕作業の集約 

漏水修繕依頼 

漏水調査終了 

様式１８ 

漏水調査 

受付書・ 

報告書 

（日水協） 

様式 2５ 

水道施設等

被害状況 

集計表 

（日水協） 

様式 19 

応急復旧活

動対応表 

（日水協） 

様式 1 

応急（給

水・復

旧）用資

機材 

要求書 

漏水調査及び修繕の集約 

委
任 

様式１８ 

漏水調査 

受付書・ 

報告書 

（日水協） 

様式１８ 

漏水調査 

受付書・ 

報告書 

（日水協） 

様式２０ 

管路修理 

報告書 

（日水協） 

様式２１ 

管路修理集

約表 

（日水協） 
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（４）配水ブロック 

 

＜平均水圧＞ 

０.１３８MPa～０.６１２MPa（葵区【静岡地区（西部・駅北）】） 

０.１９６MPa～０.６４９MPa（駿河区【静岡地区（長田・駅南）】） 

０.１１３MPa～０.７２７MPa（清水区【清水地区（南部・北部・由比・蒲原】） 

静岡地区（長田） 静岡地区（駅南） 

清水地区（南部） 

静岡地区（西部） 

静岡地区（駅北） 

清水地区（北部） 

由比地区 

蒲原地区 

旧簡易水道地区 
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（５）旧簡易水道 

本市では、給水や経営の基盤が脆弱な簡易水道事業を水道事業に経営統

合しており、これを「旧簡易水道（又は旧１５簡易水道）」と称していま

す。旧簡易水道は、下記のとおり安倍川上流に点在しています。 

 

 

八十岡水道施設及び新間団地簡易水道においては、上水道水源からの給

水に切替済みですが、その他は統合後も水源を変更しておらず、施設毎に

独立した管網が形成されています。  

（令和５年３月３１日時点） 
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水源 急速ろ過 緩速ろ過 

紫外線

照射 
塩素消毒

のみ 
上落合  

表流水 
○    

大沢 ○    
水見色 ○    
口坂本  ○   
玉川南部※  

地下水 
（浅井戸） 

  ○ ○ 
中沢   ○  
上渡    ○ 
俵沢    ○ 
牛妻    ○ 
下渡  

地下水 
（深井戸） 

  ○  
平野    ○ 
郷島    ○ 
松野油山    ○ 
 

 

 
６ 静岡市上水道の概要 

静岡市ウェブサイト上の下記のリンクをご参照ください。 

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s9872/s000977.html   

※玉川南部には２か所（長熊・桂山）の取水場があり浄水方法が異なります。 

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s9872/s000977.html
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７ 静岡市の器材規格等 
 

（１）配水管（５０㎜～３００㎜） 
本市において、配水管とは、「静岡市上下水道局が所管する配水池又は

配水ポンプを起点として給水区域内に配水するための管」を指します

が、管径によって次の 3 つの区分に定義されています。 

このうち、本項目で取り上げるのは「配水管」です。 

 

名称 定義 

配水本管 口径 350 ㎜以上の管 ※給水管の分岐は原則不可 

配水管 口径 50mm 以上 300mm 以下の管 

配水枝管及び代用管 口径 50mm 未満の管 

 

本市では、平成１０年度からφ300 以上の主要管路に NS 形を採用し

ております。また、一部のφ150 及びφ100 以下（土壌が悪い場所を除

く）の配水管は、配水用ポリエチレン管を布設しております。 

 

【主な使用管種】 

φ50～φ100：配水用ポリエチレン管（有機溶剤浸透防止スリーブ被覆） 

φ150～φ200：GX 形ダクタイル鋳鉄管（ポリエチレンスリーブ被覆） 

φ300：NS 形ダクタイル鋳鉄管（ポリエチレンスリーブ被覆） 

 

 

  
耐震管

（GX・NS等）
非耐震管
（K・A等）

耐震管
（HPPE・WE等）

非耐震管
（PP）

耐震管
（STW）

非耐震管
（GP・VLP等）

50 ー 0.17 89.42 10.81 3.9 0 16 0.01 0.08 0.7

65 ー ー 0.22 0 0 0 1.13 ー 0 0.09

75 4.23 143.94 34.95 38.38 0.35 0 4.7 3.55 0.27 1.45

80 ー ー ー 0 0 0 0.14 ー 0.03 0

100 122.78 861.41 23.67 52.77 0.01 0.15 4.39 10.18 0.94 2.66

125 ー ー 0 0 0 0 0.53 1.17 0 0.02

150 79.91 468.45 4.69 12.6 0 0.76 2.64 6.99 1.07 1.8

200 41.23 169.93 0.08 0.93 0 0 4.2 3.52 0.88 1.83

250 0.97 23.79 0 0 0 0 0.31 0.97 0.04 0.32

300 28.68 97.86 0 1.34 0 0 3.46 1.09 2.16 0.4

計 277.8 1765.55 153.03 116.83 4.26 0.91 37.5 27.48 5.47 9.27

ステンレス

鋼管
その他口径(㎜)

ダクタイル鋳鉄管
硬質塩化
ビニル管

ポリエチレン管 鋼管
鋳鉄管

配水管の管路延長（R6.5 現在） 単位：km 



17 
 

（２）仕切弁及び消火栓等について 
本市において、基本的には、仕切弁や消火栓等は JWWA 又は JIS 規格

品を設置しておりますが、一部規格外のものを設置している箇所もご

ざいます。 

① 仕切弁 

仕切弁は、主に金属弁座仕切弁及びソフトシール仕切弁に分類されますが、

本市ではどちらの仕切弁も設置されております。また、仕切弁蓋は複数の

種類があり主に下記の通りとなります。 

開閉方法：開（右回転）、閉（左回転） 

※キャップ部に「つば」のついている仕切弁に関しては通常のものと逆回転とな

る。 

② 消火栓 

消火栓は、下記の機種を使用しております。 

・単口消火栓（補修弁：レバー式、ボール式） 

・双口消火栓（補修弁：レバー式） 

なお、消火栓蓋は下記のとおりです。 

開閉方法：開（左回転）、閉（右回転） 

 

近年設置されたバルブ

には、開閉方向等の札

がついている。 
稀に、VU 製キャップが

天神についている場合

があるが、全閉である

ことを意味している。 
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（３）給水管 
①給水方式 

給水方式 定義 

直結直圧式 配水管の水圧で直結給水する方式 

直結増圧式 給水管の途中に増圧給水設備を設置し、圧力を増して直結給水する

方式 

受

水

槽

式 

高置水槽式 受水槽から屋上などに設置した高置水槽に揚水し、高置水槽と給水

栓の高低差による圧力で給 水する方式 

圧力水槽式 受水槽から加圧ポンプで圧力水槽に充水し、圧力水槽による圧力で

給水する方式 

ポンプ直送

式 

受水槽の下流側に高置水槽や圧力タンクを設置せずに、加圧ポンプ

のみで給水する方式 

併用式 直結式と受水槽式の両方の給水方式を併用する給水方式 

 
集合住宅などの中高層建築物において、直結直圧式を採用する場合、下記

の条件に適合していなければならない。 

＜最小動水圧＞ 

３階相当：０．２５MPa 以上 

４階相当：０．３０MPa 以上 

５階相当：０．３５MPa 以上 

※５階相当を上限としています。 

＜分岐配水管＞ 

原則φ100 ㎜以上（給水管をφ

75 ㎜とする場合、φ150 ㎜以上） 

＜分岐給水管＞ 

φ75 ㎜以下
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②配水管からの取出し口径、方法 

 50 ㎜ 75 ㎜ 100 ㎜ 150 ㎜ 200 ㎜ 250 ㎜ 300 ㎜ 

給 20・25 ㎜        

給 40 ㎜    サドル分水栓  

給 50 ㎜        

給 75 ㎜     サドル分水栓 

耐震型割 T 字管（バルブ付） 給 100 ㎜     

給 150 ㎜        

給 200 ㎜        

 

  

配水管 
給水管 
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③標準配管例 

φ20 ㎜～φ40 ㎜の配管例は下記のとおりとなります。また、φ50 ㎜以上

を布設する場合は、「水道用ポリエチレン二層管」に加え、「水道配水用ポ

リエチレン管」を使用しております。なお、宅地内２ｍ以内にメーターが

設置できない場合、仕切弁又は止水栓を宅地内２ｍ以内に設置しています。 
 

図.φ20 ㎜～φ25 ㎜（水道用ポリエチレン二層管）の配管図 

 

 

図.φ40 ㎜（水道用ポリエチレン二層管）の配管図 
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８ 様式一覧 
 
静岡市様式 
 番号 名称 

資機材貸出 様式１ 応急（給水・復旧）資機材要求書 
給油 様式２ 静岡市緊急通行車両用給油伝票 

 
 
日水協様式 
 日水協様式番号 名称 

被災状況確認時 様式１６ 水道施設被害状況等調査票 

応援要請時 様式５ 応援要請書 

応援隊参集時 
様式１２ 応急給水応援体制報告書 
様式１７ 応急復旧応援体制報告書 

 

応急給水作業 

様式１３ 応急給水作業指示書・報告書 
様式１４ 応急給水作業予定表 

様式１５ 応急給水作業集約表 

応急復旧作業 

様式１８ 漏水調査受付書・報告書 

様式２０ 管路修理報告書 
様式１９ 応急復旧活動対応表 

様式２１ 管路修理集約表 

様式２５ 水道施設等被害状況集計表 

 


